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秋
の
拡
大
月
間
で
、
結
成
６０
周

年
を
支
部
結
成
以
来
初
の
６
０
０

６
人
で
飾
っ
た
２
０
０
９
年
。

１１
月
１４
日
（
土
）、
日
暮
里
の

ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
、
結
成

６０
周
年
の
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
本
部
か
ら
巻

田
委
員
長
を
は
じ
め
、
東
部
・
江

東
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
支
部
、
平
沢
勝

栄
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
各
政
党

の
議
員
、
地
域
諸
団
体
の
５２
人
の

来
賓
。
組
合
歴
５０
年
以
上
の
永
年

組
合
員
の
招
待
者
２０
人
と
各
分
会

か
ら
の
参
加
で
、
合
計
３
１
４
人

で
開
催
し
ま
し
た
。

星
谷
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
で
、

「
６０
周
年
を
６
０
０
０
人
で
飾
る

こ
と
が
で
き
た
報
告
と
、
皆
さ
ん

の
協
力
に
感
謝
を
し
つ
つ
、
来
年

か
ら
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
着
実

な
実
増
を
め
ざ
し
た
い
」
と
述

べ
、
福
岡
組
織
部
長
（
副
執
行
委

員
長
）
も
あ
い
さ
つ
で
「
結
成
６０

周
年
を
６
０
０
０
人
で
迎
え
ら
れ

た
こ
と
、
皆
さ
ん
の
協
力
な
し
で

は
な
し
え
な
か
っ
た
。」
と
各
分

会
の
奮
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
参
加
し
た
永
年

組
合
員
を
壇
上
で
表
彰
。
ま
た
、

今
回
の
拡
大
月
間
で
奮
闘
し
た
全

分
会
へ
の
報
奨
金
の
授
与
、
青
年

部
の
抽
選
会
、
姉
妹
三
味
線
や
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
演
奏
な
ど
で
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

支
部
結
成
６０
周
年
記
念
祝
賀
会

の
会
場
で
、
永
年
組
合
員
（
５０
年

以
上
の
組
合
員
）
と
し
て
代
表
で

受
賞
さ
れ
た
、
東
金
町
分
会
に
所

属
す
る
笠
西
和
喜
代
さ
ん
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

昭
和
２９
年
４
月
１
日
に
組
合
に

加
入
し
、
現
在
８１
歳
。
５５
年
間
を

�
飾
支
部
と
と
も
に
歩
ん
で
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
時
も
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
い
ろ
ん
な
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
今
で
こ
そ
金
町
地
域
は
、
金

町
分
会
と
東
金
町
分
会
２
つ
に
別

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
当
時
は
、

１
つ
の
分
会
で
金
町
分
会
で
し
た

の
で
、
当
時
は
、
自
転
車
に
乗
っ

て
、
分
会
に
お
ろ
さ
れ
た
書
類
を

金
町
地
域
に
配
っ
て
歩
い
て
い
ま

し
た
ね
。
当
時
の
役
員
は
大
変
だ

っ
た
ん
で
す
よ
。
今
み
た
い
に
振

り
込
み
も
な
い
の
で
、
特
に
会
計

さ
ん
は
支
部
ま
で
お
金
を
持
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
私
が

分
会
長
の
時
は
、
支
部
事
務
所
が

青
戸
で
し
た
。
そ
こ
で
、
あ
ま
り

に
も
大
変
な
の
で
、
分
会
会
計
さ

ん
に
は
、
手
当
と
し
て
２
万
円
を

支
給
し
よ
う
と
分
会
に
提
案
し
ま

し
た
。
当
時
の
会
計
さ
ん
は
、
磯

野
さ
ん
で
し
た
ね
。
そ
の
後
、
金

町
分
会
は
、
２
つ
に
別
れ
た
ん
で

す
。ま

た
、
昭
和
４１
年
に
、
労
災
保

険
の
手
続
き
が
組
合
で
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
手
続
き
に

は
、
自
分
で
書
類
を
揃
え
て
、
向

島
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
か

っ
た
ん
で
す
。
組
合
で
手
続
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

組
合
が
書
類
を
整
え
て
く
れ
る
の

で
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
そ
う

い
う
意
味
で
も
組
合
が
あ
る
と
心

強
い
し
、
安
心
で
し
た
ね
。」と
。

こ
れ
以
外
に
も
話
は
尽
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
組
合
と
一
緒
に
歩

ん
で
き
た
笠
西
さ
ん
。
快
く
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
お
答
え
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
組
織
部
長
・
福
岡
達
咲
】

秋
の
拡
大
月
間
ご
苦
労
様
で
し

た
。
今
年
は
、
３
カ
年
計
画
最

後
の
年
の
挑
戦
に
、
組
合
員
一

丸
と
な
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

見
事
達
成
し
ま
し
た
！

各
分
会
に
節
目
標
を
設
定

し
、
や
り
き
る
こ
と
だ
け
お
願

い
し
、
各
分
会
が
そ
れ
に
対

し
、
応
え
て
く
れ

ま
し
た
。
結
果
、

６
０
０
６
と
い
う

ミ
ラ
ク
ル
を
作
っ

て
く
れ
た
�
飾
支

部
組
合
員
さ
ん
と

共
に
た
た
か
っ
た

秋
の
拡
大
。
大
成

功
で
し
た
。

素
晴
ら
し
い
仲

間
に
会
え
て
、
組
織
部
長
と
し

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

民
主
党
が
政
権
を

取
っ
て
、「
一
時
的

人
気
取
り
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
と
も
言

え
る
、『
事
業
仕
分

け
』
も
１１
月
２７
日
ま

で
に
９
日
間
の
全
日
程
を
終
え
ま

し
た
。
３
千
あ
る
国
の
事
業
の
う

ち
対
象
を
４
４
７
に
絞
り
こ
み
で

し
た
。

ム
ダ
を
削
る
の
は
当
然
で
す

が
、
大
き
な
ム
ダ
に
は
手
を
つ
け

な
い
。
医
療
や
保
育
、
科
学
技
術

研
究
な
ど
に
か
か
わ
る
分
野
も
バ

ッ
サ
リ
切
る
…
。鳩
山
内
閣
の「
事

業
仕
分
け
」に
、「
こ
れ
で
い
い
の
」

と
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

財
務
省
主
計
局
の
担
当
者
が
論

点
を
示
し
た
あ
と
、
民
主
党
な
ど

の
国
会
議
員
と
民
間
人
の
「
仕
分

け
人
」
が
１
時
間
で
「
廃
止
」「
縮

減
」「
見
直
し
」
を
多
数
決
で
結

論
付
け
！

民
間
人
「
仕
分
け
人
」
に
は
、

小
泉
内
閣
当
時
、弱
肉
強
食
の「
構

造
改
革
」
路
線
を
推
進
す
る
審
議

会
委
員
だ
っ
た
人
が
目
立
っ
て
い

ま
し
た
。

「（
病
院
の
）
入
院
時
の
食
費

は
安
価
だ
。
市
場
価
格
と
違
う
」

と
患
者
負
担
拡
大
を
求
め
る
民
主

党
の
財
務
政
務
官
。
結
論
は
そ
の

方
向
で
「
見
直
し
」
で
し
た
。

米
軍
へ
の
「
思
い
や
り
予
算
」

の
見
直
し
は
、
海
外
派
兵
用
の
ヘ

リ
空
母
（
１
１
８
１
億
円
）
な
ど

は
対
象
外
。
基
地
で
働
く
日
本
人

労
働
者
の
賃
金
だ
け
が
「
見
直

し
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

民
主
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
掲

げ
、
環
境
面
や
政
策
の
優
先
順
位

の
観
点
か
ら
国
民
の
批
判
の
強
い

高
速
道
路
無
料
化
（
６
千
億
円
）

は
仕
分
け
の
対
象
外
と
さ
れ
ま
し

た
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２００９年１１月１日現在 ６００７人
加 入 ２３人
転 入 １人
脱 退 ６４人
転 出 ０人

２００９年１２月１日現在 ５９６７人

年
間

目
標

年
間

拡
大

１２
月
１
日
付

人
員

０９
年
１
月
比

増
・
減

新

小

岩

１９

２１

１４８

＋４

西
新
小
岩

１７

２０

１３７

＋７

東
新
小
岩

５０

５５

３９６

＋１５

奥

戸

６９

７０

５５６

＋２４

本

田

２７

２７

２０７

＋１

立

石

２３

２３

１８８

＋８

青

戸

３１

３２

２５２

＋１４

お
花
茶
屋

２７

２９

２２６

＋２０

堀

切

４１

４４

３３０

＋１４

二

葉

３４

４５

２６０

‐２

西
亀
有
①

２５

１９

１８８

‐２

西
亀
有
②

１４

１６

１１１

０

亀

有

３４

３６

２７４

＋１２

細

田

３２

３２

２４８

＋２

高

砂

３４

３５

２７０

＋６

柴

又

３４

２６

２６０

０

新

宿

２８

２８

２０９

‐８

金

町

２３

２３

１８７

＋１１

東

金

町

２５

３０

２００

＋７

東

水

元

４０

４１

３１４

＋３

北

水

元

３３

３４

２７３

＋１６

幸

田

３１

３１

２６０

＋１８

飯

塚

２６

２８

２０８

＋８

そ

の

他

３５

２８

２５５

＋３

合

計

７５２

７７３

５９５７

＋１８１

日暮里ホテルラングウッドで６０周年記念祝賀会を開く

６６００００００人人支支部部のの実実現現をを祝祝うう
来賓・永年組合員を含め３１４人が参加

星
谷
委
員
長

６
千
人
支
部
の
報
告

全
分
会
の
協
力
に
感
謝

来
年
は
、
着
実
な
実
増
を
め
ざ
す

１２月１日付 組 織 人 員 表

組織部長 福岡さんに聞く

素晴らしい仲間に会えた

�
飾
支
部

５５
年
在
籍

東
金
町
分
会
の
笠
西
和
喜
代
さ
ん

組
合
が
あ
る
と
心
強
い
し
、
安
心
だ
っ
た
ね

６０周年６０００人支部実現� 奮闘した全分会・青年部・主婦の会・
建長会の代表で記念撮影

福岡組織部長

笠西和喜代さん

第６４１号建 設 者２００９年１２月１６日（１）
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平
成
２
１
年

平
成
２
０
年

平
成
１
９
年

平
成
１
８
年

平
成
１
７
年

平
成
１
６
年

平
成
１
５
年

平
成
１
４
年

平
成
１
３
年

平
成
１
２
年

平
成
１
１
年

平
成
１
０
年

平
成
９
年

平
成
８
年

平
成
７
年

平
成
６
年

平
成
５
年

平
成
４
年

平
成
３
年

平
成
２
年

平
成
１
年

昭
和
６
３
年

昭
和
６
２
年

昭
和
６
１
年

昭
和
６
０
年

昭
和
５
９
年

昭
和
５
８
年

昭
和
５
７
年

昭
和
５
６
年

昭
和
５
５
年

昭
和
５
４
年

昭
和
５
３
年

昭
和
５
２
年

昭
和
５
１
年

昭
和
５
０
年

昭
和
４
９
年

昭
和
４
８
年

昭
和
４
７
年

昭
和
４
６
年

昭
和
４
５
年

昭
和
４
４
年

昭
和
４
３
年

昭
和
４
２
年

昭
和
４
１
年

昭
和
４
０
年

昭
和
３
９
年

昭
和
３
８
年

昭
和
３
７
年

昭
和
３
６
年

昭
和
３
５
年

昭
和
３
４
年

昭
和
３
３
年

昭
和
３
２
年

昭
和
３
１
年

昭
和
３
０
年

昭
和
２
９
年

昭
和
２
８
年

昭
和
２
７
年

昭
和
２
６
年

昭
和
２
５
年

昭
和
２
４
年

昭
和
２
３
年

昭
和
２
２
年

葛飾支部組織人数

結成６０周年の
平成２１年１１月１日付で

６００６人

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
補
助
申
請
し
ま
し
た
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
補
助
申
請
し
ま
し
た
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
補
助
申
請
し
ま
し
た
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
補
助
申
請
し
ま
し
た
か
？

○
【
今
年
度
の
み
】
年
２
回
申
請
で
き
ま
す
。

　

（
合
計
４
千
円
補
助
）

○
１２
月
ま
で
の
取
り
組
み
で
す
。

財
務
省
宛
の
ハ
ガ
キ
も
う
書
き
ま
し
た
か
？

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

？
か
たた

ま
し

き

う
書

も
キ
ガ
ハ
の
宛
省
務
財

い
。
い
さ
だ
く
だ

力
協
ごご財
務
省
宛
の
ハ
ガ
キ
も
う
書
き
ま
し
た
か
？

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

財
務
省
宛
の
ハ
ガ
キ
も
う
書
き
ま
し
た
か
？

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

インフルエンザ・ハガキインフルエンザ・ハガキインフルエンザ・ハガキインフルエンザ・ハガキ

最初の新宿組合事務所（昭和３１年）青戸の組合事務所（昭和３６年）

�飾での住宅デー白鳥の組合事務所の落成式�飾２０００人支部を実現（昭和５８年）

�飾３０００人支部を実現
（昭和６２年）今の立石組合事務所落成（平成７年）

１１
・
８
国
民
大
集
会

全
国
か
ら
�
万
�
千
人

【
昭
和
２２
年
】
東
京
土
木
労
働
組

合
結
成
に
伴
い
、
東
支
部
を
結

成
。（
�
飾
支
部
の
前
身
）。

【
昭
和
２３
年
】
東
京
土
建
一
般
労

働
組
合
に
名
称
を
変
更
。
新
た
に

東
北
支
部
と
な
る
。

【
昭
和
２４
年
】
�
飾
支
部
誕
生
。

職
安
闘
争
を
繰
り
広
げ
る
。

【
昭
和
２５
年
】
税
金
闘
争
を
繰
り

広
げ
る
。

【
昭
和
２７
年
】
メ
ー
デ
ー
事
件
に

よ
り
、
組
合
員
激
減
。

【
昭
和
２８
年
】
日
雇
健
康
保
険
制

定
運
動
に
よ
り
、
日
雇
健
保
法
が

成
立
へ
。

【
昭
和
２９
年
】
じ
ん
肺
救
済
運
動

に
よ
り
、
じ
ん
肺
法
が
成
立
へ
。

【
昭
和
３１
年
】
初
の
�
飾
支
部
専

用
事
務
所
を
新
宿
に
建
設
。

【
昭
和
３６
年
】
組
合
事
務
所
を
青

戸
に
建
設
し
、
移
転
。

【
昭
和
３８
年
】
東
京
土
建
初
の
提

灯
デ
モ
を
行
う
。

【
昭
和
４５
年
】
日
雇
健
保
の
擬
制

適
用
の
廃
止
に
よ
り
、
東
京
土
建

国
保
組
合
を
設
立
。

【
昭
和
４７
年
】
�
飾
支
部
組
織
人

員
１
０
０
０
人
へ
。

【
昭
和
４８
年
】
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
木
材
暴
騰
で
、
買
占
め
資

材
放
出
闘
争
を
繰
り
広
げ
る
。

【
昭
和
５４
年
】
第
１
回
住
宅
デ
ー

開
催
。

【
昭
和
５５
年
】
組
合
事
務
所
を
白

鳥
に
建
設
し
、
移
転
。

【
昭
和
５８
年
】
�
飾
支
部
組
織
人

員
２
０
０
０
人
へ
。

【
昭
和
６１
年
】
区
に
住
宅
修
繕
の

窓
口
を
設
置
。

【
昭
和
６２
年
】
�
飾
支
部
組
織
人

員
３
０
０
０
人
へ
。

【
平
成
３
年
】
�
飾
支
部
組
織
人

員
４
０
０
０
人
へ
。

【
平
成
５
年
】
第
１
回
土
建
ま
つ

り
を
開
催
。

【
平
成
６
年
】
�
飾
区
子
供
ま
つ

り
に
初
参
加
。

【
平
成
６
年
】
�
飾
支
部
人
員
５

０
０
０
人
へ
。

【
平
成
７
年
】
現
在
の
組
合
事
務

所
（
立
石
）
を
建
設
。

【
平
成
１５
年
】
新
小
岩
地
域
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
に
初
参
加
。

【
平
成
２０
年
】
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

原
告
団
結
成
。

【
平
成
２１
年
】
秋
の
拡
大
で
、
�

飾
支
部
組
織
人
員
６
０
０
０
人

へ
。

【
歴
代
支
部
長
（
支
部
執
行
委
員

長
）】

○
石
井
政
吉
�

（
昭
和
２４
年
）

○
浦
川
鹿
雄
�

（
昭
和
２５
年
）

○
渡
辺
政
憲
�

（
昭
和
３２
年
）

○
草
野
善
一
�

（
昭
和
３７
年
）

○
堀
川

真
�

（
昭
和
４５
年
）

○
梅
田
吉
三
郎
�
（
昭
和
５０
年
）

○
篠
田
立
陽
�

（
昭
和
５５
年
）

○
嶋
根
康
一
�

（
昭
和
６２
年
）

○
柴
田
良
憲
�

（
平
成
７
年
）

○
星
谷

聰
�

（
平
成
１９
年
）

建
設
不
況
打
開
・
生
活
危
機
突

破
・
予
算
要
求
を
求
め
た
中
央
総

決
起
大
会
が
、
１１
月
１９
日
（
木
）

雨
の
中
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
者
６
０
０

０
人
、
東
京
土
建
で
は
２
５
２
４

人
。
�
飾
支
部
の
仲
間
は
、
１
１

２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
９
９
７
年
に
は
、
６
８
５
万

人
い
た
建
設
業
就
業
者
は
、
今
で

は
５
０
０
万
人
を
割
る
と
こ
ろ
ま

で
き
て
お
り
、
建
設
業
を
取
り
囲

む
不
況
の
嵐
は
、
ま
す
ま
す
深
刻

化
し
て
い
る
。
こ
の
不
況
を
打

開
、
そ
し
て
、
建
設
国
保
は
育
成

・
強
化
を
。と
、決
議
文
を
代
表
の

参
加
者
全
員
で
採
択
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
銀
座
を
通
り
、
東
京

駅
ま
で
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。

１１
月
８
日
（
日
）
代
々
木
公
園

で
、『
新
し
い
未
来
（
あ
す
）
へ
』

と
題
し
、『
不
況
打
開
・
な
く
せ

貧
困
・
雇
用
確
保
・
守
ろ
う
！
い

の
ち
と
暮
ら
し
』
を
メ
イ
ン
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
１１
・
８
国
民
大
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
全
国
か
ら
３
万
５
千

人
が
参
加
し
、
東
京
土
建
全
体
で

は
２
４
７
９
人
、
�
飾
支
部
か
ら

は
、
全
分
会
の
代
表
者
１
２
６
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会
で
は
、

沖
縄
基
地
問
題
の
訴
え
や
、
核
兵

器
廃
絶
・
憲
法
９
条
を
守
る
訴

え
、
雇
用
破
壊
・
日
本
経
済
が
深

刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
様
々
な
訴
え
や
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

集
会
後
は
、
デ
モ
行
進
を
明
治

公
園
ま
で
行
い
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
し
な
が
ら
、
街
ゆ
く
人
々

へ
訴
え
な
が
ら
、
元
気
よ
く
行
進

し
ま
し
た
。

�
飾
支
部
結
成
６０
周
年

６０
年
を
ふ
り
か
え
る

１１１１月月８８日日・・１１９９日日とと集集会会をを開開催催

不不況況打打開開をを 雇雇用用確確保保をを
デデモモ行行進進でで切切実実なな問問題題をを訴訴ええるる

雨
に
も
か
か
わ
ら
ず

�
千
人
が
参
加

力
強
く
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
し

ま
し
た

�飾で行われた車パレード（昭和４８年）

雨の中、東京駅までデモ行進

（２）第６４１号建 設 者２００９年１２月１６日
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宣伝行動

大
衆
増
税
は

許
さ
な
い

第

２

回

無
料
相
談

亀
有
リ
リ
オ
パ
ー
ク

２１
人
の
相
談
者
が
来
場

第
２
回
支
部
健
康
診
査
が
１１
月

１５
日
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
�
飾
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
４
６
３
人
の
組
合
員

・
家
族
の
方
が
受
診
。

今
回
の
健
診
に
は
、
後
継
者
対

策
部
の
み
な
さ
ん
が
「
部
員
募
集

や
１２
月
２０
日
の
も
ち
つ
き
大
会
＆

ミ
ニ
ミ
ニ
子
供
ま
つ
り
」
の
お
誘

い
と
、
保
育
室
を
設
け
参
加
協
力

し
て
く
れ
ま
し
た
。

東
京
土
建
の
健
康
診
査
は
組
合

員
さ
ん
の
場
合
、
建
設
労
働
者
を

脅
か
す
ア
ス
ベ
ス
ト
や
粉
じ
ん
の

被
害
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
フ
イ
ル

ム
を
じ
ん
肺
専
門
医
に
再
判
定
し

て
い
た
だ
き
、
早
期
発
見
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

第
３
回
支
部
健
康
診
査
は
３
月

３１
日
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
を
予
定
。

今
年
度
無
料
で
受
診
券
を
使
っ
て

健
康
診
査
を
受
け
る
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
募
集
は
来
年
１
月
で

す
。

こ
の
時
、
証
人
尋
問
に
立
っ
た

東
京
土
建
原
告
団
の
事
務
局
長
を

務
め
る
北
水
元
分
会
の
清
水
邦
彦

さ
ん
（
大
工
）
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
原
告
団
で
、
証
人
尋
問
を

受
け
る
の
は
、
清
水
さ
ん
が
初
め

て
と
な
り
ま
す
。

注
目
さ
れ
る

運
動
を

清
水
さ
ん
は
『
私
は
、
０７
年
に

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
労
災
認
定
を

受
け
ま
し
た
。今
後
、被
害
者
は
、

今
以
上
に
で
て
く
る
こ
と
が
、
予

想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
第
１
次
訴
訟
で
、
結
果
を

出
さ
な
け
れ
ば
、
今
後
の
被
害
者

に
対
す
る
救
済
の
道
が
閉
ざ
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
０６
年
に
成
立
し

た
「
石
綿
の
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
」
を
、
す
べ
て
の
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
者
を
対
象
と
し
、

十
分
な
救
済
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

抜
本
改
正
す
る
こ
と
、
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
救
済
基
金
の
設
立
す
る

こ
と
、
を
今
後
の
被
害
者
の
た
め

に
、成
し
遂
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

来
年
３
月
末
に
は
、
第
２
次
訴

訟
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
被
害
を
受
け
た
人
は
２
３
１

人
い
ま
す
が
、
参
加
者
は
、
５０
人

に
達
し
て
い
な
い
の
が
、
現
状
で

す
。
参
加
者
を
増
や
し
て
、
メ
デ

ィ
ア
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
運
動

を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。』と
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

１１
月
６
日
で
第
７
回
を
数
え
た

首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
。

相
手
は
、
国
と
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材

製
造
企
業
４６
社
。
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
の
責
任
の
追
及
と
被
害
者
へ
の

救
済
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
根
絶

の
た
め
に
０８
年
５
月
１６
日
に
東
京

地
裁
・
６
月
３０
日
横
浜
地
裁
に
訴

訟
を
起
こ
し
、
現
在
法
廷
で
建
設

業
の
仲
間
が
た
た
か
っ
て
い
ま

す
。日

本
で
は
６０
年
か
ら
９０
年
代
に

か
け
て
、
１
０
０
０
万
ト
ン
を
超

え
る
ア
ス
ベ
ス
ト
が
輸
入
さ
れ
、

そ
の
約
９
割
が
建
材
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
７２
年
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ

が
職
業
が
ん
発
生
を
指
摘
し
、
９０

年
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
国
が
原

則
禁
止
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
は
０６
年
９
月
１

日
の
基
本
的
全
面
使
用
禁
止
ま
で

製
造
・
使
用
を
認
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
間
、
危
険
性
を
知
っ
て

い
な
が
ら
放
置
し
て
き
た
国
の
責

任
は
大
き
く
、
同
様
に
ア
ス
ベ
ス

ト
製
造
企
業
に
も
大
き
な
責
任
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
。

１１
月
２４
日
（
火
）
�
飾
区
の
中

で
乗
降
者
の
多
い
駅
「
金
町
駅
」

で
重
税
反
対
定
例
駅
頭
宣
伝
を
３

団
体
３１
人
（
う
ち
土
建
２４
人
）
の

仲
間
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。

政
権
交
代
後
も
私
た
ち
を
取
り

巻
く
生
活
は
依
然
と
厳
し
さ
が
続

い
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
「
大
衆
増
税
は
許
さ

な
い
」
と
、
社
保
対
部
と
税
対
部

が
合
同
で
先
頭
に
立
ち
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
三
千
・
チ
ラ
シ
四
千
二
百
枚

を
街
ゆ
く
老
若
男
女
に
訴
え
て
配

り
、
盛
大
な
取
組
み
と
な
り
ま
し

た
。次

回
１２
月
２４
日
（
木
）
は
青
戸

駅
に
て
税
対
部
対
応
で
、
駅
頭
宣

伝
を
実
施
し
ま
す
。

０９
年
は
７

年
連
続
増
勢

を
実
現
し
、

６
０
０
０
人

支
部
を
見
事

達
成
し
ま
し

た
。
ひ
と
え

に
仲
間
の
奮

闘
の
成
果
に

感
謝
い
た
し

ま
す
。

１０
年
は
、

着
実
な
実
増

を
め
ざ
す
と

と
も
に
、
仕
事
で
も
地
元
に
根

を
は
っ
た
力
強
く
、
頼
り
に
な

る
組
合
づ
く
り
を
め
ざ
す
２
０

１
０
年
に
し
よ
う
と
『
２
０
１

０
年
新
春

旗
び
ら
き
』
を
左

記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

記

日
時
…
１０
年
１
月
１７
日
（
日
）

夜
６
時
半
〜

会
場
…
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し

か

参
加
…
分
会
５
人
以
上
・
青
年

部
・
主
婦
の
会
・
建
長

会

１１
月
１７
日
（
火
）

池
袋
の
豊
島
公
会
堂

で
、
東
京
土
建
を
は

じ
め
、
８
０
４
人
の

全
建
総
連
関
東
地
方

協
議
会
に
加
盟
し
て

い
る
団
体
の
代
表
が

参
加
し
て
、『
全
建

総
連
建
設
住
宅
企
業

交
渉
決
起
集
会
』
を

行
い
ま
し
た
。（
�

飾
支
部
か
ら
は
８
人

が
参
加
）

集
会
の
中
で
は
、

大
手
企
業
に
向
け
て

の
交
渉
の
手
順
説
明

や
「
賃
金
の
引
き
下

げ
を
ど
う
に
か
し
な
い
と
生
活
が

ま
ま
な
ら
な
い
。」
と
、
仲
間
の

切
実
な
訴
え
も
あ
り
ま
し
た
。

�
飾
支
部
の
代
表
は
、
サ
ブ
コ

ン
の
高
砂
熱
学
工
業
と
の
交
渉
に

あ
た
り
ま
し
た
。
話
の
中
で
は
、

「
建
設
労
働
者
の
賃
金
の
引
き
上

げ
努
力
を
し
て
い
る
が
、
サ
ブ
コ

ン
と
い
う
立
場
か
ら
、
ど
う
し
て

も
賃
金
引
き
上
げ
を
単
独
で
行
っ

て
も
限
度
が
あ
る
。
手
戻
り
を
を

な
く
し
、
い
か
に
効
率
を
あ
げ
て

無
駄
を
な
く
す
か
で
、
反
映
を
さ

せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
協
力
業

者
と
と
も
に
努
力
し
て
い
き
た

い
。」
と
の
回
答
。
サ
ブ
コ
ン
と

い
う
立
場
か
ら
、
ゼ
ネ
コ
ン
と
は

違
い
、
こ
ち
ら
の
要
望
に
対
し
て

は
、
共
感
を
持
つ
と
こ
ろ
が
多
い

と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

２４
日
（
火
）
は
、
松
井
建
設
と

の
交
渉
に
�
飾
支
部
の
代
表
が
参

加
し
ま
し
た
。

格
差
と
貧
困
が
広
が
る
中
で
１１

月
２７
日
（
金
）
�
飾
社
保
協
と
�

飾
春
闘
会
議
主
催
の
第
２
回
「
い

の
ち
・
く
ら
し
・
雇
用
・
無
料
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
亀
有
リ
リ
オ
パ

ー
ク
に
は
３
つ
の
テ
ン
ト
に
弁
護

士
・
税
理
士
・
社
労
士
・
医
療
従

事
者
や
宣
伝
隊
な
ど
要
員
３８
人
が

勢
ぞ
ろ
い
。

競
売
に
か
け
ら
れ
て
る
、
静
岡

で
派
遣
ぎ
り
に
あ
い
東
京
に
来
た

が
日
雇
い
労
働
も
な
い
。年
金
や
、

病
気
の
不
安
な
ど
２１
人
の
相
談
者

が
来
場
し
ま
し
た
。

１１２２
月月
１１
日日
にに
施施
行行

「「
改改
正正
」」特特
定定
商商
取取
引引
法法

「
改
正
」
特
定
商
取
引
法
が
１２

月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
や
す
い
取

引
類
型
（
訪
問
・
通
信
・
電
話
勧

誘
販
売
な
ど
）
を
対
象
に
、
事
業

者
が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
と
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
な
ど
の
消
費
者
の
権
利

を
定
め
た
法
律
で
す
。

今
ま
で
、
建
設
業
で
は
「
訪
問

販
売
に
よ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
契

約
」
の
み
に
適
用
さ
れ
て
い
た
同

法
が
「
改
正
」
さ
れ
、
家
一
棟
丸

ご
と
の
請
負
契
約
に
も
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
（
８
日
間
）
の
対
象
に

な
り
得
ま
す
の
で
、
契
約
時
に
法

定
書
面
の
交
付
が
必
要
に
な
り
ま

す
。詳

細
は
、
経
済
産
業
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
↓「
特
商
法
、割
販
法
」

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

��
飾飾
区区
でで緊緊

急急
融融
資資

昨
年
よ
り
長
引
く
不
況
対
策
と

し
て
�
飾
区
で
緊
急
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
、『
区
内
に

住
所
（
法
人
は
本
店
登
記
）
と
主

た
る
事
業
所
が
あ
り
区
内
の
同
一

の
場
所
で
同
一
事
業
を
引
き
続
き

１
年
以
上
営
む
中
小
企
業
者
で
、

長
引
く
不
況
の
影
響
を
受
け
、
売

上
が
減
少
し
て
い
る
方
々
に
融
資

あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。』
と
い

う
も
の
で
す
。

不
況
対
策
緊
急
資
金
融
資
の
利

用
に
あ
た
っ
て
は
、
中
小
企
業
相

談
室
で
の
面
接
を
受
け
申
込
資
格

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
要
件
と

な
り
ま
す
。面
接
は
予
約
制
で
す
。

必
要
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、詳

し
く
は
産
業
経
済
課
融
資
相
談
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
産
業
経
済
課
融
資
相
談
係

�
飾
区
青
戸
７
�
２
�
１

電
話
…03

�3838

�5556

第７回 首都圏建設アスベスト訴訟
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国とアスベスト建材製造企業を相手に訴訟

北
水
元

清
水
さ
ん

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

証
人
尋
問
に
立
つ

被
害
者
へ
の
救
済
の
道
を
作
り
た
い

大手企業交渉 �飾は高砂熱学工業

賃金は努力していると回答
第

２

回

支
部
健
診

後
継
者
対
策
部
が
参
加
協
力

４
６
３
人
が
受
診

２０１０年新春旗びらき
１月１７日（日）テクノプラザ

大手企業交渉集会に参加した�飾の仲間

第７回の東京地裁の報告集会に多くの仲間が
かけつける

テクノプラザで行われた支部集団検診

税対部と社保対部の合同で行われた
金町駅頭宣伝

亀有リリオパークで行われた無料相談会場

北水元分会の清水邦彦さん

第６４１号建 設 者２００９年１２月１６日（３）



�������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

支
部
将
棋
交
流
会

参
加
者
楽
し
む

青
年
部

２
回
戦
で

惜
し
く
も
敗
退

【
本
田
・
教
宣

・
高
橋
清
】
１１
月

８
日
（
日
）
第
１４

回
東
立
石
セ
ン
タ

ー
ま
つ
り
に
本
田

分
会
か
ら
３１
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

「
毎
年
、
東
立
石

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

来
て
ま
す
よ
。」

と
、
人
気
の
包
丁

と
ぎ
。
顔
な
じ
み

の
人
が
増
え
ま
し

た
。「
楽
し
み
に

し
て
待
っ
て
い
ま

し
た
。」
と
笑
顔

で
言
わ
れ
、
地
域

の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
、
役
立
つ
東

京
土
建
本
田
分
会
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
信
頼
を
こ
れ

か
ら
も
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

年
々
盛
大
に
な
り
、
今
年
も
大

成
功
で
し
た
。
受
付
の
婦
人
た
ち

は
慣
れ
た
も
の
で
、
手
際
良
く
ス

ム
ー
ズ
に
ク
レ
ー
ム
も
な
く
無
事

に
終
了
し
ま
し
た
。

竹
ト
ン
ボ
工
作
・
金
魚
す
く
い

も
子
ど
も
達
の
人
気
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。

１１
月
１５
日
（
日
）
に
は
、
民
商

ま
つ
り
に
お
花
茶
屋
分
会
か
ら
８

人
が
参
加
し
て
、
工
作
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

年末年始の組合業務

年内�１２月２６日まで
年始�１月５日から

年末年始の緊急連絡先

どけん火災共済
�０３�３３６６�７９０８

自動車共済
�０１２０�８９�８８１９

自転車保険・賠償責任保
険

�０３�３４８０�６７６６
全労済・火災共済

�０１２０�５８�０６９９
全労済・自動車共済

�０１２０�０８�８９２４

【
主
婦
の
会
・
教
宣
・
大
山
艶

子
】
１１
月
２３
・
２４
日（
月
・
火
）、

主
婦
の
会
の
親
睦
旅
行
（
伊
那
路

下
條
温
泉
）
に
４０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

あ
ち
こ
ち
の
軒
先
に
吊
る
さ
れ

た
干
し
柿
が
彩
り
を
添
え
て
い
る

晩
秋
の
伊
那
路
の
旅
で
し
た
。

今
回
の
話
題
は
な
ん
と
言
っ
て

も
マ
ス
コ
ミ
取
材
数
十
回
、
ロ
イ

タ
ー
通
信
ま
で
き
た
と
い
う
飯
田

市
の
「
貧
乏
神
神
社
」。
神
社
と

は
い
え
な
い
粗
末
な
小
屋
に
祭
ら

れ
た
貧
相
な
貧
乏
神
。
ご
木
を
三

回
殴
り
、
三
回
蹴
と
ば
す
儀
式
に

皆
大
笑
い
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
早
速
、
年

末
ジ
ャ
ン
ボ
を
…
え
っ
〜
！
心
の

貧
乏
を
追
い
出
す
の
で
は
な
か
っ

た
（
？
）
お
土
産
の
り
ん
ご
は
箱

ご
と
、
白
菜
だ
お
饅
頭
と
ド
ッ
サ

リ
。貧

乏
神
と
は
無
縁
の
よ
う
で
す

…
。

【
柴
又
・
建
長
会
事
務
局
長
・

田
中
淹
夫
】
先
日
の
冷
た
い
雨
も

ど
こ
へ
や
ら
。
今
朝
は
心
地
よ
き

快
晴
の
今
日
、
１１
月
２１
日
土
曜
日

に
、
第
６
回
建
長
会
健
康
教
室
を

支
部
会
館
３
階
で
会
員
と
そ
の
家

族
の
４７
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。講

師
に
、
み
さ
と
健
和
病
院
保

健
士
の
中
平
八
重
子
さ
ん
。「
腰

痛
・
関
節
痛
・
骨
粗
し
ょ

う
症
の
予
防
」
と
題
し

て
、
勉
強
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
も
質
問
が
出
る

な
ど
大
変
活
発
で
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
た
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
教
室
で

し
た
。

今
年
も
残
り
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
来
年
１
月
に

は
、
新
年
会
を
兼
ね
て
の

西
伊
豆
旅
行
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
風
邪
な
ど
ひ
か
な
い
よ

う
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ

い
。
待
っ
て
ま
す
よ
。

あ
の
『
オ
ト
メ

ン
』の
原
作
者
�

菅
野
文
さ
ん
�

が
、
�
飾
支
部
の

た
め
に
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
作
成
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

菅
野
文
さ
ん
は
、

�
飾
区
労
働
組
合

総
連
合
の
事
務
局

長
の
菅
野
勝
佑
さ

ん
の
娘
さ
ん
。
菅

野
勝
佑
さ
ん
は
、

�
飾
支
部
主
催
の

行
事
に
は
来
賓
と
し
て
、
ま

た
、
�
飾
区
で
の
集
会
で
は
、

と
も
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

名
前
は
、『
建
さ
ん
』。
オ
ト

メ
ン
の
少
女
漫
画
的
イ
メ
ー
ジ

と
は
違
い
、
男
ら
し
さ
を
前
面

に
。
肩
口
の
『
Ｋ
』
は
�
飾
の

『
Ｋ
』で
す
。気
づ
き
ま
し
た
？

１１
月
２３
日
（
月
）
�
飾
支
部
に

て
、
支
部
内
将
棋
交
流
会
が
７
人

の
参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１０
時
開
始
予
定
も
「
練
習
」
と

９
時
半
か
ら
交
流
会
が
開
始
さ

れ
、
開
始
後
も
「
も
う
一
丁
！
」

「
お
願
い
し
ま
す
！
」
と
い
う
元

気
な
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
更
に

予
定
時
間
を
３０
分
オ
ー
バ
ー
し
て

の
交
流
会
で
し
た
。

参
加
者
は
全
員「
楽
し
か
っ
た
」

と
開
催
に
満
足
し
て
も
ら
い
、
中

に
は
そ
の
ま
ま
場
所
を
移
し
て
更

な
る
交
流
を
深
め
た
方
も
い
ま
し

た
。
第
一
回
支
部
内
将
棋
交
流
会

は
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

１１
月
８
日
（
日
）
本
部
青
年
部

の
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
企
画
（
フ

ッ
ト
サ
ル
大
会
）
を
、
ミ
ズ
ノ
フ

ッ
ト
サ
ル
プ
ラ
ザ
所
沢
で
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
�
飾
支
部
か
ら
９
人
が
参

加
。
初
戦
は
突
破
し
た
も
の
の
、

残
念
な
が
ら
２
回
戦
で
惜
し
く
も

敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

普
段
使
っ
て
い
な
い
体
を
い
っ

ぱ
い
使
っ
た
た
め
、
ヘ
ロ
ヘ
ロ
に

な
り
な
が
ら
も
動
き
続
け
た
充
実

し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
の
作
品
の
募
集
と
、
第
１
回
東

京
土
建
囲
碁
大
会
・
第
３１
回
東
京

土
建
将
棋
大
会
の
参
加
者
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

○
仲
間
の
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

募
集
作
品
は
左
記
の
と
お

り
。・

文
芸
（
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
）

・
写
真

○
第
１
回
東
京
土
建
囲
碁
大

会
日
程
…
２
月
７
日
（
日
）

○
第
３１
回
東
京
土
建
将
棋
大

会
日
程
…
１
月
２４
日
（
日
）

詳
し
く
は
支
部
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東立石センターまつり

増えた顔なじみ
本田
分会

主婦の会

伊
那
路
の
旅

４０
人
が
参
加

出
て
い
け
、出
て
い
け
、エ
ー
イ

建長会

第
６
回
建
長
会
健
康
教
室

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

あの菅野文さんが！
�飾支部キャラクターを作成

仲
間
の
作
品
・
囲
碁
・
将
棋
参
加
者
募
集
中

青
戸
・
芳
井
さ
ん
に
続
こ
う
！

今年特選受賞の『窓辺ＨＯＴ一息』（芳井さん・青戸）

青年部がフットサル健闘

粗末な小屋に祭られた貧乏神

本田分会が参加した東立石センターまつり

プロジェクターを使ってわかりやすく予防学習

盛り上がった支部将棋大会

（４）第６４１号建 設 者２００９年１２月１６日


